
●7：公衆衛生や健康危機管理が充実したまち（施策目標7）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

狂犬病予防・動物愛
護事業

拡充 健康部 保健衛生課 【○】B

殺処分０へ向けて実
績等を踏まえなが
ら、効果的な事業の
あり方を定期的に検
討すること。
また、啓発事業を行
う際は、寄附金によ
る事業であることを
明確にし、周知を図
ること。

人と動物の共生を推進するため、動物の適
正飼養の啓発・指導を行うとともに、野犬
の捕獲や負傷動物の収容のほか、やむを得
ず飼い主から引き取った犬・猫の譲渡の促
進などを進める。

【拡充（平成29年度9月補正）】
動物愛護基金を設置し、ふるさと納税とし
て寄附を募る。
平成29年度は積み立てのみ行い、平成30年
度より猫不妊手術費用補助金の受付数の上
乗せ、動物愛護啓発事業の拡充にあてる。

・飼い方講習会などの実施
・飼主発見・譲渡促進のための
ホームページ・ポスター等での
情報発信
・所有者不明猫の避妊去勢手術
費用の補助・捕獲器の貸出し

→推進

【拡充（平成29年度9月補正）】
・動物愛護基金の設置

→推進

【拡充（平成29年度9月補正）】
・基金を取り崩し、猫不妊手術
費用補助金の受付数の上乗せ、
動物愛護啓発事業にあてる。

→推進

概算事業費（千円）

＜取り組みの方向＞
(1)感染症の予防や拡大防止対策などの強化により、健康に関する危機管理体制の充実を図ります。
(2)安全で快適に生活できるよう、食品関係施設や生活衛生関係施設における衛生水準を高める取り組みを進めます。
(3)人と動物の共生を推進するため、動物の愛護・適正飼養の推進を図ります。また殺処分される犬猫をゼロにすることをめざして、引き取り数の削減や譲渡の促進を図ります。

事業名
事業
区分

平成28～31年度

92,657

平成29年度　実行計画　事業（案）一覧　　　都市経営会議（平成29年7月31日・8月3日開催分）
※【確定】査定結果及び事業内容

概要
具体的な取り組み担当部名 担当課名 査定結果 査定説明

事業の内容

　　　



●１５．子どもたちが健やかに育つことができるまち（施策目標１５）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

→推進 3,157,008拡充
子ども青少
年部

子育て事業
課

【○】B

幼稚園在園児の保護
者の理解を得ながら
取り組むとともに、
より早期の開所を目
指すこと。

・市立枚方保育所の20人の定員
増

【拡充（平成29年度当初及び6月
補正）】
・200人の受け入れ拡大を図るた
め、私立保育所の増改築、私立
幼稚園からの認定こども園移
行・私立幼稚園による小規模保
育事業、私立保育園による小規
模保育事業などの取り組みの検
討

【拡充（平成29年度9月補正）】
・市立幼稚園における小規模保
育事業開設（10月以降）による
入所枠拡大（３園実施を想定：
57人）

＜取り組みの方向＞
(1)子どもの心身の健やかな育ちを支援するため、疾病等の予防・早期発見・早期対応の取り組みを進めます。
(2)保護者のさまざまなニーズに応じて、子どもが安心して教育・保育を受けられる環境づくりを進めます。
(3)障害児等が健やかに育つことができる環境づくりを進めます。
(4)子育てに対する相談体制の充実を図るとともに、子育て世帯が交流できる場を確保するなど、地域の子育て支援を進めます。
(5)子どもの人権擁護の推進を図るため、児童虐待等の問題に対し、発生予防・早期発見・早期対応の取り組みを進めます。
(6)ひきこもりや若年無業者（ニート）の社会的自立に向けた支援を行うとともに、子どもの貧困対策を推進するなど、子どもや若者が社会生活を円滑に営める環境づくりを進めます。
(7)子どもの健やかな成長を支えるため、ひとり親家庭の自立に向けた取り組みを進めます。

担当課名 具体的な取り組み

待機児童を出さないため、保育ニーズを検
証した上で、児童を受け入れることのでき
る体制を整備する。また、H27年度について
は閉園する公立幼稚園を有効活用した私立
保育園や幼保連携型認定子ども園による保
育室の増築により104人の定員増を実施し
た。 概算総事業費：8.6億円

【拡充（平成28年度当初）】
保育ニーズを検証及び子ども子育て支援事
業計画の目標事業量を変更する。また、保
育ニーズの検証結果に基づく体制を整備す
る。

【拡充（平成29年度当初）】
通年での待機児童解消をめざし、小規模保
育事業の増設・私立幼稚園の認定こども園
への移行のほか、入所枠の拡大に向けた取
り組み等により、児童を受け入れる体制を
整備する。

【変更・拡充（平成29年度6月補正）】
私立保育園による小規模保育事業など、入
所枠の拡大に向けた取り組み等により、児
童を受け入れる体制を整備する。

【拡充（平成29年度9月補正）】
市立幼稚園（３園を想定）において小規模
保育事業を平成30年10月以降に実施する。

・既存の私立保育所の増改築な
どにより、150人の定員増
・市立枚方保育所建替えに伴う
仮設園舎の工事完了及び仮設園
舎での保育を開始、新園舎の工
事着手

【拡充（平成28年度当初）】
・保育ニーズを検証した上で、
児童を受け入れることができる
体制に向けて検討
・小規模保育事業実施園（2園）
の整備

事業
区分

担当部名 査定結果 査定説明
概要

事業の内容
事業名

・市立枚方保育所建替えにより
新園舎整備及び新園舎での保育
を1月より開始

【拡充（平成28年度当初）】
①小規模保育事業により38人の
定員増
②民間小規模保育事業の増設に
より、34人の定員増
③認定こども園の創設等によ
り、40人の定員増
④私立保育所分園の開設によ
り、20人の定員増
⑤UR団地を活用した民間小規模
保育事業の増設により、12人の
定員増

【拡充（平成29年度当初）】
⑥約140人の入所枠拡大に向けた
取り組みを推進
⑦保育士宿舎借り上げなどによ
る保育士確保策の拡充
⑧私立幼稚園の預かり保育拡充
の支援開始
⑨公立保育所民営化の推進

【変更・拡充（平成29年度6月補
正）】
⑩私立保育園による小規模保育
事業等による入所枠拡大の取り
組み

【拡充（平成29年度9月補正）】
・市立幼稚園における小規模保
育事業による入所枠拡大の取り
組み

待機児童対策推進事
業

概算事業費（千円）

平成28～31年度
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●１５．子どもたちが健やかに育つことができるまち（施策目標１５）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

※査定結果について（会議開催時点で調整中の実行計画については、査定結果欄及び査定説明欄については「－」と記載します。）

【○】Ａ 概ね事業内容のとおり承認するもの。

【○】Ｂ 事業内容等についての一部修正など、条件付きで承認するもの。

【庁内協議】Ｃ 担当課において、課題等を調整し、事業案について関係部課との庁内協議を行ったうえで事業承認の可否を検討するもの。

※事業の内容については担当課へ、査定については企画課へお問い合わせください。

※実行計画の査定と予算査定は異なっている場合があります。予算査定については財政課へお問い合わせ下さい。

【関連情報】

※第1期実行計画＜平成28年度～平成31年度＞はこちらから

概算事業費（千円）
概要

具体的な取り組み
平成28～31年度

→推進

【拡充（平成28年度当初・6月補
正）】
・前年度の事業実績や実態調査
の結果を検証し、子どもの貧困
対策を総合的に推進するための
体制整備及び必要な施策の実施

【拡充（平成29年度9月補正）】
・「（仮称）子どもの未来応援
コーディネーター」の配置（2
名）

→推進 →推進 62,555

＜取り組みの方向＞
(1)子どもの心身の健やかな育ちを支援するため、疾病等の予防・早期発見・早期対応の取り組みを進めます。
(2)保護者のさまざまなニーズに応じて、子どもが安心して教育・保育を受けられる環境づくりを進めます。
(3)障害児等が健やかに育つことができる環境づくりを進めます。
(4)子育てに対する相談体制の充実を図るとともに、子育て世帯が交流できる場を確保するなど、地域の子育て支援を進めます。
(5)子どもの人権擁護の推進を図るため、児童虐待等の問題に対し、発生予防・早期発見・早期対応の取り組みを進めます。
(6)ひきこもりや若年無業者（ニート）の社会的自立に向けた支援を行うとともに、子どもの貧困対策を推進するなど、子どもや若者が社会生活を円滑に営める環境づくりを進めます。
(7)子どもの健やかな成長を支えるため、ひとり親家庭の自立に向けた取り組みを進めます。

事業名
事業
区分

担当部名 担当課名
事業の内容

子ども・若者育成支
援事業

拡充
子ども青少
年部

子ども青少
年政策課

子ども総合
相談セン
ター

【○】B

より効果的な事業と
なるようコーディ
ネーター間の連携強
化を図ること。ま
た、実績を踏まえ課
題検証した上で今後
の方向性を示すこ
と。

青少年の健全育成のため、ひきこもり等困
難を有する子ども・若者への相談支援の充
実や、青少年育成指導員による校区内パト
ロール等、子ども・若者支援のための総合
的な取り組みを推進する。

【拡充（平成28年度当初）】
子どもの貧困に関する実態調査を実施し、
貧困対策を総合的に推進する。

【拡充（平成28年度6月補正）】
家庭的な環境の中で食事をとる機会の少な
い子どもに「夕食の提供」などを通じて子
どもの居場所づくりに取り組むNPO 団体・
地域団体等を支援する。

【拡充（平成29年度9月補正）】
課題を抱える子どもやその家庭を早期に発
見し適切な支援が行えるよう、学校等へ巡
回し、必要な支援機関へのつなぎ等を行う
「（仮称）子どもの未来応援コーディネー
ター」（2名）を配置し、福祉と教育が連携
した効率的・効果的な体制づくりに取り組
む。

・青少年健全育成支援事業の実
施
・ひきこもり等子ども・若者相
談支援事業の実施

【拡充（平成28年度当初）】
・子どもの貧困に関する実態調
査の実施

【拡充（平成28年度6月補正）】
・子どもの居場所づくりに取り
組む団体の募集・決定、事業の
試行実施

※「第5次枚方市総合計画」はこちらから

※組織一覧（問い合わせ先）はこちらから

査定結果 査定説明

※各室部局の予算要求や予算査定状況はこちらから

　　　

http://www.city.hirakata.osaka.jp/soshiki/kikaku/jikkoukeikaku.html
http://www.city.hirakata.osaka.jp/soshiki/kikaku/dai5jisougoukeikaku.html
http://www.city.hirakata.osaka.jp/soshiki/
http://www.city.hirakata.osaka.jp/soshiki/zaisei/28tousyo.html

